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学
校
評
議
員
制
度
は
、
学
校
外
の

意
見
を
校
長
が
聞
く
た
め
の
仕
組
み

で
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
手
を
と

り
あ
っ
て
、
よ
り
良
い
教
育
の
実
現

を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

平
成
12
年
１
月
に
学
校
教
育
法
施

行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
年
の
４

月
か
ら
教
育
委
員
会
の
判
断
に
よ
り

各
学
校
に
学
校
評
議
員
制
度
を
導
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

幕
別
町
で
は
こ
の
制
度
を
踏
ま

え
、
各
学
校
の
課
題
や
教
育
内
容
な

ど
を
よ
り
一
層
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
教
職
員
や
児
童
生
徒
が
参
加
す

る
「
協
議
会
方
式
」
を
採
用
し
、
委

員
の
名
称
を
「
協
議
員
」
と
し
ま
し

た
。（
図
１
参
照
）

こ
れ
に
よ
り
、
協
議
会
で
現
場
の

教
職
員
を
は
じ
め
児
童
生
徒
が
「
説

明
員
」
と
し
て
学
校
の
現
状
を
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
趣
旨
が

生
か
さ
れ
学
校
運
営
に
一
層
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

協
議
員
に
は
、
校
長
の
求
め
に
応

じ
て
、
学
校
の
教
育
目
標
や
教
育
計

画
あ
る
い
は
地
域
と
の
連
携
の
進
め

方
な
ど
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
、
そ
の
実
施
に
協
力
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
議
会
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
学

校
運
営
に
つ
い
て
の
決
定
は
行
え
ま

せ
ん
が
、
校
長
が
協
議
員
の
意
見
を

参
考
に
し
、
学
校
運
営
の
改
善
を
図

っ
た
り
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

に
反
映
さ
せ
ま
す
。

協
議
員
に
は
、
校
長
が
教
職
員
以

外
の
保
護
者
・
地
域
の
方
や
教
育
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
し
、
適
切

に
対
応
し
、
客
観
的
に
意
見
や
助
言

が
で
き
る
な
ど
、
学
校
運
営
に
積
極

的
な
支
援
・
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
方
を
推
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
は
学
期
ご
と
に
開
催
さ

れ
、
学
校
の
教
育
活
動
が
教
育
目
標

を
達
成
す
る
た
め
効
果
的
に
行
わ
れ

て
い
る
か
、
児
童
生
徒
ば
か
り
で
は

な
く
、
保
護
者
・
地
域
住
民
の
願
い

や
思
い
に
こ
た
え
て
い
る
か
を
診
断

（
自
己
評
価
）
し
た
り
、
教
育
計
画

や
教
育
活
動
の
見
直
し
・
改
善
に
役

割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
全
体
の
意
見
や
協
力
を
求
め

る
場
と
し
て
、
図
２
に
示
し
た
「
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
」
を
全

体
協
議
会
・
中
学
校
区
ブ
ロ
ッ
ク
別

協
議
会
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回

開
催
し
ま
す
。

◆
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

〇
学
校
の
教
育
目
標
・
教
育
計
画
・

運
営
方
針
・
児
童
生
徒
の
実
態
な

ど
学
校
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
学
校
（
教
職
員
）
が
授
業
や
行
事

を
外
に
開
く
こ
と
に
違
和
感
が
な

く
な
り
、
一
層
地
域
に
学
校
を
開

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

〇
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や

「
体
験
学
習
」
な
ど
で
地
域
の
人

材
や
教
材
の
活
用
が
容
易
に
な

り
、「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
に
新
た
な
発
想
が
期

待
で
き
ま
す
。

◆
保
護
者
や
地
域
住
民
と
の
連
携

〇
学
校
教
育
に
関
す
る
情
報
を
保
護

者
や
地
域
に
広
く
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
子
ど
も
達
の
様

子
が
容
易
に
分
か
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
学
校
と
地
域
の
連
携
が
強

ま
り
、
教
育
活
動
に
対
す
る
協
力

が
得
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
保
護
者
や
地
域
住
民
の意

向
を
把
握

〇
学
校
の
姿
と
保
護
者
や
地
域
住
民

の
要
望
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

で
、
教
職
員
の
意
識
改
革
、
あ
る

い
は
意
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

地
域
に
根
ざ
し
た
「
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
」
や
、
学
校
運
営
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
学
校
の
自
己
評
価

〇
学
校
が
協
議
員
の
外
部
評
価
や
保

護
者
お
よ
び
地
域
住
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
で
、
自
己
評
価

（
学
校
評
価
）
の
客
観
性
が
高
ま

る
と
と
も
に
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〇
学
校
が
外
部
評
価（
協
議
員
な
ど
）

と
内
部
評
価
（
学
校
）
の
違
い
を

基
に
論
議
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
教
職
員
の
意
識
改
革
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。こ

の
よ
う
な
、
十
分
な
効
果
を
あ

げ
る
た
め
に
は
、
協
議
員
の
意
見
や

助
言
を
学
校
運
営
に
ど
う
生
か
す
か

が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
が
協
議
員

に
ど
の
よ
う
な
説
明
や
情
報
提
供
を

す
る
か
が
重
要
で
す
。

情
報
提
供
と
し
て
考
え
ら
れ
る
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
学
校
の
教
育
目
標
お
よ
び
教
育
計

画
●
学
校
の
教
育
活
動
や
学
校
行
事
の

内
容

●
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
の
進
め
方

●
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
方
針

●
総
合
的
な
学
習
の
あ
り
方

●
授
業
参
観
や
学
校
行
事
で
の
児
童

生
徒
の
様
子

●
生
徒
指
導
上
の
問
題

今
回
モ
デ
ル
実
施
す
る
協
議
員
制

度
は
新
し
い
制
度
で
す
。そ
の
た
め
、

こ
の
制
度
の
趣
旨
な
ど
が
十
分
に
理

解
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
に
戸
惑
い
や
疑
問
が
生
じ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
幕
別
町
の
多
く
の
学
校
は

こ
れ
ま
で
も
①
地
域
の
人
材
を
招
い

た
種
々
の
学
習
活
動
②
地
域
へ
出
向

い
た
学
習
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
）
③
学
校
行
事
（
運
動
会
や
文
化

祭
な
ど
）
に
対
す
る
地
域
の
支
援
な

ど
、
そ
の
結
び
つ
き
は
大
変
強
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
当
然
こ
の
新
た
な

組
織
づ
く
り
に
疑
問
を
感
じ
る
方
も

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

協
議
員
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
や
協
議
員
の

役
割
、
※

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
違
い
を
教
職

員
に
は
職
員
会
議
な
ど
で
、
保
護
者

や
地
域
の
方
に
は
、
学
校
だ
よ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
便
り
や
地
域
の
集
ま
り
を
通

し
て
説
明
し
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。※

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
保
護
者
の
立
場
か

ら
、
①
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
教

育
の
理
解
と
研
修
②
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
③
教
育
環
境
の
改
善
・

充
実
な
ど
に
協
力
・
支
援
す
る
組

織
で
あ
り
、
学
校
か
ら
は
独
立
し

た
社
会
教
育
団
体
で
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果

学
校
の
情
報
提
供
が
大
切

制
度
の
活
用
に
は
皆
さ
ん
の

ご
理
解
が
必
要
で
す

幕
別
町
は
協
議
会
方
式
で

実
施
し
ま
す

協
議
会
の
役
割

学
校
に
協
議
員
を
置
き
ま
す

幕別町では「開かれた学校づくり」を目指し、保護者や地域の
方に学校運営を支援していただく学校協議会制度を町内の全小
中学校を対象に実施します。平成14年10月１日から平成16年
３月31日までモデル実施し、平成16年４月からの本格導入に
備えます。�

地域ぐるみで子どもたちを育てよう�

図１　学校協議員制度のイメージ図

地　　　域

協　議　会
・町内の全小中学校（13校）に設置します。小規模小学校は複数で連携します。
・定例会を学期ごとに行います。召集は委員長が行い、事務局は教頭が務めます。

協　議　員
・５人で組織し、委員長と副

委員長を置きます。
（連携校は１校３人）

説　明　員
・教職員・児童生徒が要請

に応じて協議会に出席し
ます。校　長

校
長
も
し
く
は
委
員

長
が
指
名
し
ま
す
。

協
議
会
の
求
め
に
応
じ
意
見

ま
た
は
現
状
説
明
を
し
ま
す
。

校
長
が
推
せ
ん
し
教
育

長
が
委
嘱
し
ま
す
。

学校運営につい
ての意見助言な
どをします。

教職員・児童生
徒の立場から現
状を説明します。

図２　教育ネットワーク推進会議の構成

教育ネットワーク推進会議
【中学校区ブロック別協議会】 【全体協議会】
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幕別町
教育委員会

南
幕
別
地
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（
糠
内
・
明
倫
・
駒
畠
）

小
学
校
運
営
協
議
会

糠
内
中
学
校
運
営
協
議
会

札内中学校区
ブロック

幕別町
教育委員会

西
幕
別
地
区
（
古
舞
・
途
別
）

小
学
校
運
営
協
議
会

札
内
中
学
校
運
営
協
議
会

札
内
南
小
学
校
運
営
協
議
会

札内東中学校区
ブロック

幕別町
教育委員会

札
内
東
中
学
校
運
営
協
議
会

白
人
小
学
校
運
営
協
議
会

札
内
北
小
学
校
運
営
協
議
会

※事務局は教育委員会が務める

教育ネットワーク推進会議

幕別中学校運営協議会 幕別小学校運営協議会

糠内中学校運営協議会
南幕別地区（糠内･明倫･駒畠）

小学校運営協議会

札内中学校運営協議会
西幕別地区（古舞･途別）
小学校運営協議会

札内東中学校運営協議会 白人小学校運営協議会

札内北小学校運営協議会 札内南小学校運営協議会

教育委員会

※事務局は教育委員会が務める
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ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）
を
進

め
る
に
は
、
ま
ち
の
課
題
を
見
つ
め

直
し
、
今
後
の
方
針
を
長
い
目
で
見

て
、
し
っ
か
り
立
て
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
住
宅
地
や

商
工
業
用
地
の
配
置
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
整
備
と
環
境
保
全
な
ど
と
い

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
「
見
通
し
」

で
す
。

こ
の
「
見
通
し
」
は
「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
略
し
て
「
都

市
マ
ス
」）
と
言
い
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
や
将
来
像
を
示
す
も
の

で
す
。

町
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
都
市
マ

ス
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
都

市
マ
ス
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
、

方
向
性
な
ど
を
示
す
「
全
体
構
想
」

と
地
域
ご
と
の
将
来
像
を
描
く
「
地

域
別
構
想
」
か
ら
構
成
し
ま
す
。
昨

年
度
は
全
体
構
想
の
策
定
作
業
を
行

い
、
本
年
度
は
地
域
別
構
想
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
後
、
景
気
の

低
迷
が
長
期
化
し
て
い
る
社
会
情
勢

の
な
か
、
市
町
村
な
ど
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
規
制
緩
和
や

地
方
分
権
の
進
展
な
ど
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。各
市
町
村
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
を
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
創
り

上
げ
、
共
有
し
、
と
も
に
そ
の
目
標

に
向
か
っ
て
歩
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
都
市
マ
ス
を
策
定
し
て
い
る
も

の
で
す
。

都
市
マ
ス
は
、
町
内
の
都
市
計
画

区
域
（
幕
別
・
札
内
両
市
街
地
お
よ

び
そ
の
周
辺
部
）
の
お
よ
そ
20
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
や
ま
ち
の
将

来
像
を
描
く
も
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
拾
い
出
し

て
、
そ
こ
か
ら
今
後
の
プ
ラ
ン
を
創

り
上
げ
る
に
は
、
ま
ち
で
暮
ら
す
皆

さ
ん
の
身
近
な
意
見
を
聴
く
こ
と
が

一
番
で
す
。

そ
こ
で
、
全
体
構
想
策
定
に
あ
た

っ
て
、
町
内
２
０
０
０
世
帯
（
無
作

為
抽
出
）
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
と
将
来
を
担
う
世
代
で
あ
る

幕
別
、
江
陵
両
高
校
生
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
20
人
の
町
民
の
方
々
に
お

集
ま
り
い
た
だ
い
た
「
い
い
べ
や
探

検
隊
」
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

７
回
開
催
し
、「
幕
別
が
も
っ
と
素

敵
に
な
る
に
は
…
！
」「
こ
ん
な
ま

ち
に
住
み
た
い
！
」な
ど
の
”思

い
“

を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

町
内
２
０
０
０
世
帯
を
無
作
為
に

抽
出
し
、
９
５
７
世
帯
の
方
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
回
収
率

47
・
８
％
）

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
現
状
に
対
す

る
満
足
度
」「
将
来
、
よ
り
よ
い
町

に
な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」「
２

つ
の
市
街
地
に
求
め
ら
れ
る
機
能
」

の
大
き
く
３
つ
の
項
目
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。

多
く
の
方
は
、
幕
別
町
を
『
水
や

緑
が
豊
か
で
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
整
っ
て
い
る
日
常
生
活
に
便
利

な
住
み
や
す
い
町
』
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、『
高
齢
者
や

障
害
を
持
っ
て
い
る
方
へ
の
配
慮
』

と
い
う
面
な
ど
で
不
満
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
通
学
路

な
ど
の
歩
道
の
拡
幅
や
段
差
の
解

消
、
歩
道
の
除
雪
な
ど
歩
行
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
良
い
ま
ち
に
な
る
た

め
に
は
、「
住
環
境
の
向
上
」
に
関

す
る
こ
と
を
最
も
望
ん
で
お
り
、
次

い
で
「
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

「
道
路
・
交
通
の
整
備
」
に
つ
い
て

望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

《
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
》

◆
必
要
な
こ
と

住
環
境
の
向
上
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
道
路
･
交
通
の
整
備

住
宅

静
か
で
落
ち
着
い
た
住
宅

地
、
快
適
な
住
環
境

商
業

日
常
生
活
の
更
な
る
利
便
性

道
路

高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
配
慮

◆
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

幕
別

商
店
街
の
活
性
化
を
考
え
た

ま
ち
づ
く
り

札
内

通
勤
・
通
学
に
便
利
な
交
通

ア
ク
セ
ス
を
生
か
し
た
住
宅

地
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
広
報
・
平
成
14
年
３

月
号
に
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
、

広
報
・
平
成
14
年
８
月
号
に
「
高
校

生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
い
い
べ
や
探
検
隊

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

い
い
べ
や
探
検
隊
で
は
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
７
回
行
い
、
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
と
目
標
な
ど
に
つ
い
て

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
活
動
経
過
な

ど
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回

現
在
の
町
の
姿
を
知
る
た
め
に
、
人

口
や
産
業
構
造
、
公
共
施
設
の
状
況

な
ど
現
況
を
知
る
こ
と
と
、
町
の

「
良
い
所
と
悪
い
所
」
の
拾
い
出
し

を
行
い
ま
し
た
。

第
２
回

自
ら
の
目
で
現
況
を
探
る
た
め
の
タ

ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

第
３
回

「
住
環
境
」
と
「
緑
」
に
つ
い
て
の

意
見
交
換

第
４
回

幕
別
・
札
内
両
地
区
の
課
題
や
将
来

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

第
５
回

将
来
都
市
構
造
に
つ
い
て
意
見
交
換

第
６
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い

て
意
見
交
換

第
７
回

い
い
べ
や
探
検
隊
の
活
動
報
告
会
〜

活
動
報
告
と
町
民
と
の
意
見
交
換

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め
》

◆
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
方
向
性

●
計
画
的
な
都
市
構
造

形
成
へ
の
懸
念

将
来
は
、
一
層
高
齢
化
が
進
む
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
口
増
や
交

通
量
の
増
加
も
予
想
さ
れ
、
交
通
事

故
や
騒
音
な
ど
の
問
題
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
住
宅
地
・
商
工
業
地

の
適
正
な
配
置
や
歩
く
住
民
生
活
を

守
る
環
境
整
備
を
一
層
計
画
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
国
道
や
鉄
道
に
よ
る

市
街
地
の
分
断

市
街
地
が
国
道
や
鉄
道
で
分
断
さ

れ
て
い
る
の
で
、
住
民
の
通
勤
、
通

学
お
よ
び
買
物
の
利
便
性
を
確
保
す

る
た
め
の
交
通
ア
ク
セ
ス
改
善
が
必

要
で
す
。

●
既
成
市
街
地
に
お
け
る
活
力
低
下

駅
前
商
店
街
の
空
店
舗
の
増
加
等

活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の

で
、
若
い
起
業
家
と
の
連
携
や
高
齢

社
会
に
備
え
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
で
き
る
商
店
街
づ
く
り
な
ど
の
誘

導
が
必
要
で
す
。

●
個
性
あ
る
都
市
景
観
と

自
然
環
境
と
の
共
生

急
速
な
都
市
化
に
よ
り
景
観
の
悪

化
が
見
ら
れ
る
の
で
、
良
好
で
個
性

的
な
街
並
景
観
の
形
成
を
誘
導
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
る

「
田
園
都
市
ま
く
べ
つ
」
ら
し
く
、

農
業
と
の
調
和
を
と
る
と
と
も
に
市

街
地
周
辺
の
豊
か
な
緑
と
水
を
守

り
、
命
を
育
む
喜
び
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆
目
指
す
べ
き
ま
ち
都
市

ま

ち

の
テ
ー
マ

水
と
み
ど
り
に
包
ま
れ
た
、ひ
と
、

自
然
、
文
化
の
交
流
都
市

■
地
域
別
構
想
の
策
定

現
在
、
市
街
地
の
将
来
像
を
詳
し

く
示
す
「
地
域
別
構
想
」
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

域
別
構
想
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
８
月
か
ら
各

地
域
で
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
意
見
交
換
会
で
出
た
意
見
を

ま
と
め
て
、
来
年
３
月
に
は
、
都
市

マ
ス
の
原
案
を
策
定
す
る
予
定
で
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
策
定
作
業
の
状
況

を
見
計
ら
っ
て
皆
さ
ん
に
詳
し
く
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
状
況
に
つ
い
て
は
、
幕
別
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
示
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

（http//w
w
w
.m

akubetsu.jp/

）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計

画
課
計
画
係
へ
ど
う
ぞ
。（
1
54

６

６
２
１
）

町では、将来のまちづくりの指針となる「都市計画マスタープラン」の策定作業を
進めているところです。平成13年度に「いいべや探検隊」などの町民の皆さんと
一緒に進めた策定作業の経過をお知らせします。

進めています「都市計画マスタープラン」�進めています「都市計画マスタープラン」�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

町
民
参
画
に
よ
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
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平
成
14
年
度
の
幕
別
町
功
労
者
表
彰
式
を
、
開
町
記

念
日
の
10
月
１
日
、
町
民
会
館
で
行
い
ま
す
。�

こ
の
表
彰
は
、
自
治
、
社
会
、
文
化
の
発
展
等
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
や
、
他
の
模
範
と
な
る
善
行

を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
本
年
度

は
４
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。�

開
町
記
念
式
典
で
、町
・
地
域
の
発
展

に
汗
を
流
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰�

多年にわたり民謡を通しての奉仕活動および福祉活
動を行うなど、多岐にわたって活躍されています。町
内の各種団体や福祉施設をはじめ、十勝管内一円にわ
たり慰問活動を行うとともに、高齢者の生きがいや十
勝の伝統・文化などをテーマに講演をされ、地域社会
の福祉向上に多大な貢献をされています。

昭和42年から１期４年間幕別町議会議員、昭和60年
から２年間依田公区長、平成５年から現在まで９年間
札内みずほ町公区長を務められ地域住民の信望を集め
ています。

九本　榮一さん
（70歳・みずほ町）

社会功労

昭和44年から平成11年までの30年間にわた
り、統計調査員として従事され、本町行政の推
進に多大な貢献をされました。その間、北海道
農業基本調査24回、世界農林業センサス４回、
農業センサス３回、国勢調査６回と多数の調査
に従事され、その功績により平成11年10月には
北海道社会貢献賞を受賞されました。

軍岡公区長を平成元年から12年間務められ地
域住民の信望を集めています。

野　清雄さん
（73歳・軍　岡）

社会功労

昭和52年４月消防団員を拝命以来、25年以上
の永きにわたり消防活動に従事され、幾多の災
害に出動し被害の軽減に努められました。

平成13年10月から第二分団長に就任し、積極
果敢な行動力と卓越した指導力は団員の模範と
して第二分団の充実に寄与するとともに、火災
予防を積極的に推進し、札内地区において566
日間連続無火災の記録を達成するなど、地域防
災に大きく貢献されました。

伏見　忠行さん
（46歳・桂町）

社会功労

昭和24年４月から農業に従事されて以来、時代に即
応した農業経営をされ、地域のリーダーとして農業の
発展向上に尽力されています。また、昭和58年には札
内農協の理事に就任し、平成４年から平成13年までの
６期18年間、組合長として農協運営に努められ、さら
に、平成６年から平成11年までの５年間は幕別町農業
委員会委員を務められ、地域農業の発展に貢献されま
した。この間、農協系統連合会等の役員・委員等の公
職を歴任され、平成13年３月には北海道農業協同組合
中央会の農協功労賞を受賞されました。

加　　布士於さん
（68歳・途　別）

産業功労

長年にわたり
ありがとうございました。
今後とも、よろしくお願いいたします。

蔵 

藤�

a木　正利さん
（五　位）

北村　キクさん
（途　別）

道下　センさん
（依　田）

加藤満壽美さん
（旭　町）

横山　シヅさん
（新　和）

松浦　正雄さん
（旭　町）

晒谷　春代さん
（明　野）

浅野　　茂さん
（相　川）

永井　久市さん
（明　倫）

六郎田　勇さん
（明　倫）

土谷ふじ子さん
（中　里）

和田　清作さん
（途　別）

苧坂　正一さん
（相　川）

小山　義男さん
（相　川）

藤井フサヨさん
（南　町）

本田　義雄さん
（緑　町）

Z岡　正幸さん
（緑　町）

a橋　數雄さん
（緑　町）

樋口　カネさん
（緑　町）

小林マサヱさん
（緑　町）

谷地田ウメヨさん
（幸　町）

齋藤　藤作さん
（幸　町）

宮本ユキコさん
（本　町）

早津健次郎さん
（錦　町）

佐藤　善治さん
（寿　町）

佐藤しつ江さん
（宝　町）

山田　收二さん
（宝　町）

a井　貞夫さん
（依　田）

中村　みよさん
（依　田）

上田　善野さん
（依　田）

佐々木ハナさん
（依　田）

後藤ハツヱさん
（依　田）

逢坂きぬ　さん
（依　田）

土屋　フミさん
（依　田）

安嶋　テルさん
（依　田）

佐渡　房子さん
（依　田）

石田　きささん
（依　田）

加藤キク子さん
（千　住）

脇坂ヨシヱさん
（千　住）

小野寺フセさん
（桜　町）

弦巻　アイさん
（桜　町）

保前　ミネさん
（北　町）

小林　秋雄さん
（北栄町）

蛯名すへをさん
（新北町）

西川みついさん
（豊　町）

棚　　　進さん
（豊　町）

佐藤　ハルさん
（稔　町）

橋本　清吉さん
（中央町）

池田　志つさん
（中央町）

早苗トモヱさん
（中央町）

栗木　つるさん
（中央町）

松　ヨシミさん
（青葉町）

武田よし　さん
（あかしや町）

松田ミサオさん
（泉　町）

倉マサ子さん
（春日町）

中村　　實さん
（春日町）

脇坂キミヨさん
（春日町）

山口　冨Zさん
（みずほ町）

a橋　みきさん
（緑　町）

今
年
数
え
で
88
歳
、
め
で
た
く
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
大
正
４
年
生
ま
れ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
59
人
い
ま
す
。
町
で
は
９
月
12
日
に
行
わ
れ
た
敬
老
会
（
10
ペ
ー
ジ

で
紹
介
）
で
ご
長
寿
を
祝
い
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
、

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。



介護サービスを利用するためには、事前に<要介護
認定>が必要となります。
では、実際にサービスを利用するには、何をすれば

よいのでしょう。そして、介護保険にはどのようなサ
ービスがあるのでしょうか。今月はサービスの利用に
必要な手続きについて説明いたします。

●「介護が必要になりました。介護保険を使い
たいのですが」

●まず、要介護認定の申請をします。
介護が必要かどうか

を見てもらうために、
本人、またはその家族
や代理の人が町に申請
をします。

●介護が必要かどうか、どれくらい必要なのか
調べます。
町の職員が、家庭を訪問

し、日常の生活の様子を聞
き取り調査します。

●介護認定審査会による審査判定
職員が調査した内容と、かかりつけ医師の意見書か

ら申請者が、介護が必要か(該当)、必要ないか(非該
当)、また必要であればどのくらい介護サービスがい
るのかを介護認定審査会において審査判定します。
【表１】介護度の内容

●認定の結果がきます。
申請の日から30日以内に、町から要介護認定の結果

の文書が通知されます。
要介護・要支援の認定を受けた場合には、本人や家

族で相談して、在宅サービスあるいは施設サービスを
選びます。

要支援の認定を受けた場合は、在宅サービスのみ利
用できます。

●ケアプラン(介護保険サービス計画)をつくります。
介護保険ではさまざま

なサービスを総合的に受
けることができ、利用者
が快適に自立して生活を
送れるよう、必要なサー
ビスを組み合わせて利用
できます。

ケアプランは、ご自分でも作成できますが介護支援
専門員(ケアマネジャー)が作成してくれます。ケアマ
ネジャーは、利用者や家族の意見を取り入れて、一人
ひとりの身体状況にふさわしいケアプランを作成する
ほか、事業者との連絡・調整を利用者に代わって行い
ます。

次回は、介護保険にはどのようなサービスがあるの
か説明いたします。

お問い合わせは…保健福祉センター介護保険係
（154－3811）

～介護保険外の福祉サービス紹介～
「給食サービス」

高齢者または高齢者のみの世帯の方に、栄養バ
ランスを考慮したお食事を365日、昼と夜配食す
るサービスです。自己負担額は１食あたり300円
です。

【申し込み・詳細は　保健福祉ｾﾝﾀｰ高齢者福祉係】
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～介護保険サービス（申請からサービスを受けるまで） ～ ◆支援費制度とは
障害者に対する福祉サービスは、これまでの町が決定す

る「措置制度」が、平成15年４月から利用者の自己決定を
尊重する「支援費制度」に変わります。これにより、利用
者自らがサービスを選択し、契約によりサービスを利用す
ることになります。

◆ 支援費制度の基本的なしくみ
利用者は必要なサービスを選択し、町の担当

窓口において支援費の支給申請が必要となりま
す。町から支援費の支給決定を受けましたら、
利用者が選択した指定事業者・施設と対等な立
場で契約してサービスを利用できます。

サービス利用に要する費用は、負担能
力に応じて定められた利用者負担額を利
用者が負担し、残りは支援費として町が
支払います。

◆ 支援費制度を利用できる方
身体障害者手帳の交付を受けている方および知的障害者更生相談所または児童相談所で知的障害と判定された

方などです。

◆ 支援費の支給申請手続き
○　平成14年11月１日以降、申請の受け付けを開始します。
○ サービスを利用しようとする方（障害児の場合は、その保護者）は、希望するサービスの種類ごとに申請

を行ってください。
○　既に在宅サービスを利用している方も、上記同様に、申請が必要となります。
○　既に施設サービス（知的障害者施設を除く）を利用している方は経過措置があり、平成15年４月１日から

１年間は町が支給決定を行ったものと見なしますが、平成16年３月31日までに支給の手続きが必要となりま
す。

◆ 申請・問い合わせ先
保健福祉センター社会福祉係（154－3811）

◆ 支援費制度の対象となるサービス

・身体障害者居宅介護
・身体障害者デイサービス
・身体障害者短期入所

・身体障害者更生施設
・身体障害者療護施設
・身体障害者授産施設（小規
模通所授産施設を除く）

・知的障害者居宅介護
・知的障害者デイサービス
・知的障害者短期入所
・知的障害者地域生活援助

・知的障害者更生施設
・知的障害者授産施設（小規
模通所授産施設を除く）

・知的障害者通勤寮
・心身障害者福祉協会が設置
する福祉施設

・児童居宅介護
・児童デイサービス
・児童短期入所

居 宅 生 活 支 援
在 宅 で
利 用 す る
サ ー ビ ス

施設訓練等支援
施 設 に 入 所
( 通 所 ) し て
利 用 す る
サ ー ビ ス

区　　　分 身体障害者福祉法 知的障害者福祉法 児童福祉法（障害児）

平成15年4月から�

支援費制度がはじまります�
平成15年4月から�

支援費制度がはじまります�

障害者に対する�

要支援
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

日常生活の支援が必要
部分的な介護が必要
軽度の介護が必要
中度の介護が必要
重度の介護が必要
最重度の介護が必要

（非該当）
自立している（介護サービスは利用できま
せん）
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幕
別
町
農
業
試
験
ほ
場
で
農
作

物
収
穫
体
験
会
を
９
月
15
日
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
会
は
町
民

に
農
作
物
を
収
穫
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
農
業
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
平
成
８
年
よ
り
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
試
験
栽
培
さ
れ
た

メ
ー
ク
イ
ン
や
キ
タ
ア
カ
リ
な
ど

６
種
類
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
を
参
加
し
た
約
１
０
０
家

族
が
収
穫
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
思
い
思
い

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
り
起
こ
し
、

十
勝
晴
れ
の
青
空
の
も
と
澄
み
切

っ
た
空
気
と
大
地
の
恵
み
の
感
触

を
楽
し
み
な
が
ら
心
地
よ
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

農作物収穫体験会を開催
大地の恵みの感触を楽しむ

ますますのご長寿を祈念し
敬老会を開催

公区・サークルの活動�
などを企画室に連絡く�
ださい�

相
川
の
咾
別
神
社
秋
季
例

大
祭
で
、
９
月
８
日
に
「
か

か
し
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
地

域
の
人
た
ち
が
作
っ
た
か
か

し
が
参
道
に
並
び
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
「
か
か
し

祭
り
」
は
今
年
で
22
回
目
に

な
り
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
は

昔
、
社や

し
ろを

改
修
し
た
時
に
お

面
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
を
使

っ
て
、
か
か
し
を
作
っ
た
の

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。今

年
も
愛
子
さ
ま
や
多
摩

川
の
ア
ザ
ラ
シ
「
タ
マ
ち
ゃ

ん
」
な
ど
、
世
相
を
反
映
し

た
か
か
し
が
多
数
並
び
、
訪

れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

町
主
催
に
よ
る
敬
老
会
を
９
月

12
日
、
札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
き
ま
し
た
。

今
年
対
象
と
な
っ
た
75
歳
以
上

の
方
は
２
１
１
１
人
と
、
初
め
て

２
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

は
じ
め
に
岡
田
町
長
が
「
町
の

礎いしずえを
築
か
れ
た
方
々
の
ま
す
ま
す

の
ご
長
寿
を
祈
念
し
ま
す
」
と
挨

拶
を
し
、
米
寿
の
方
59
人
（
７
ペ

ー
ジ
で
紹
介
）
へ
の
記
念
品
と
対

象
者
へ
の
祝
金
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

ご
活
躍
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の

功
労
者
へ
の
表
彰
の
後
、
祝
宴
に

入
り
、
参
加
し
た
９
４
５
人
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
は
九
本
榮
一
さ
ん
と
札
内
民
謡

友
の
会
に
よ
る
余
興
を
楽
し
み
な

が
ら
、
お
互
い
の
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

9
8

咾別
いかんべつ

神社秋季例大祭で
かかし祭りが開催

9
12

身近な人の命を守ろう
消防署で普通救命講習を開講

住
民
の
み
な
さ
ん
に
応
急
処
置

の
方
法
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

幕
別
消
防
署
主
催
に
よ
る
普
通
救

命
講
習
が
、
９
月
８
日
同
署
で
開

講
し
ま
し
た
。

普
通
救
命
講
習
と
は
「
心
停

止
・
呼
吸
停
止
・
大
出
血
等
」
の

直
ち
に
手
当
を
必
要
と
す
る
傷
病

者
に
行
う
応
急
処
置
の
講
習
で

す
。今

回
は
幕
別
消
防
署
職
員
の
講

義
の
あ
と
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

実
技
や
救
急
車
の
見
学
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

10
代
の
参
加
者
の
斎
宏
行
さ
ん

と
駒
込
洋
幸
さ
ん
は
「
学
校
で
は

学
べ
な
い
こ
と
だ
け
ど
、
役
に
立

つ
と
思
っ
た
の
で
受
講
し
ま
し

た
」
と
応
急
処
置
の
方
法
を
身
に

つ
け
よ
う
と
一
生
懸
命
で
し
た
。

9
8

幕
別
町
で
生
ま
れ
た
方
、
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方

で
あ
れ
ば
会
員
に
な
れ
る
「
東
京
幕
別
会
」。
こ
こ
で

は
親
ぼ
く
を
深
め
る
活
動
の
ほ
か
総
務
・
会
員
・
広

報
・
産
直
の
４
部
会
を
設
け
て
幕
別
町
の
Ｐ
Ｒ
を
含

め
た
き
め
細
か
い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、
北

海
道
「
こ
の
村
あ
の
町
こ
の
味
産
直
フ
ェ
ア
ー
」
に

出
店
（
10
月
10
日
〜
12
日
）
す
る
な
ど
の
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

14
年
度
の
総
会
は
港
区
の
南
青
山
会
館
で
11
月
９

日
土
に
行
わ
れ
ま
す
。

東
京
近
郊
に
住
ん
で
い
る
方
に
お
し
ら
せ
下
さ
い

東
京
幕
別
会
は
、
た
だ
い
ま
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
転
勤
や
進
学
、
結
婚
な
ど
で
東
京
方
面
に

住
ん
で
い
る
人
が
い
ま
し
た
ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

東
京
幕
別
会
事
務
局
　
上
田
　
欣
也
会
長
宅

1
０
３
―
３
６
７
５
―
５
０
７
３

広島原爆の悲劇を訴える
ミュージカル「はだしのゲン」

広
島
へ
の
原
子
爆
弾
の
投
下
を

通
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

が
９
月
21
日
、
ま
く
べ
つ
町
民
芸

術
劇
場
の
主
催
に
よ
り
、
百
年
記

念
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
は
昭
和
48

年
に
少
年
漫
画
誌
に
掲
載
さ
れ

た
、
中
沢
啓
治
さ
ん
作
の
自
伝
的

漫
画
で
す
。

今
回
の
公
演
は
、
広
島
で
被
爆

し
た
ゲ
ン
少
年
が
母
と
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
妹
を
支
え
、
た
く
ま
し

く
生
き
て
い
く
姿
を
描
い
た
こ
の

漫
画
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
し
た
も

の
で
す
。

約
８
５
０
人
の
観
客
は
、
ゲ
ン

少
年
の
平
和
へ
の
悲
痛
な
叫
び
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。

9
21

心肺蘇生法の実技に取り組む参加者たち

岡田町長が米寿の方に額に入った顔写真と
皮細工のバックを贈りました

9
15

■
東
京
幕
別
会
会
員
募
集
中じゃがいもや豆など、ふるさとの味を届け好評

だった昨年の「産直フェアー」
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抗
が
あ
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
。

「
普
段
か
ら
歩
い
た
り
運
動
を
し
て
い
る

と
自
然
に
健
康
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
運

動
す
る
と
苦
し
か
っ
た
り
、
体
が
痛
か
っ

た
り
す
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。
”

苦
し

い
の
は
当
た
り
前

“
と
あ
き
ら
め
て
運
動

し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
命
と
健
康
は
自

分
で
守
ら
な
け
れ
ば
」

高
齢
者
が
健
康
に
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

「
私
は
年
寄
り
の
３
訓
と
し
て
、
歩
け
・

転
ぶ
な
・
風
邪
を
ひ
く
な
と
言
っ
て
き
て

い
ま
す
。
運
動
を
す
る
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
転
ん
で
骨
折
で
も
し
た
ら
、
こ
の
年

に
な
る
と
、
ま
ず
完
治
は
し
ま
せ
ん
。
風

邪
も
こ
の
年
に
な
る
と
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
運
動
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め
に

体
を
壊
し
て
は
、元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。

３
訓
を
守
っ
て
健
康
を
維
持
し
て
ほ
し
い

で
す
」

10
月
５
日
に
行
わ
れ
る
全
町
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
出
場
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
。

「
は
い
、
３
㎞
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
に

参
加
し
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
は
私
が
や
っ
て

い
る
運
動
の
中
で
一
番
苦
し
い
で
す
が
、

か
か
り
つ
け
の
医
者
に
相
談
し
て
、
万
全

の
体
調
で
走
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

今
月
は
、
81
歳
の
今
も
登
山
や
水
泳
、

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を
楽
し
み
、
健
康
に
関
す

る
町
の
人
生
学
博
士
で
も
あ
る
、
佐
々
木

種
樹
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

佐
々
木
さ
ん
は
現
在
ど
ん
な
運
動
を
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
？

「
月
に
２
〜
３
回
緑
館
の
プ
ー
ル
で
６
０

０
ｍ
泳
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
10
年
く
ら

い
前
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
74
歳
か
ら
は

登
山
を
始
め
ま
し
た
。
後
は
自
転
車
に
乗

っ
た
り
、
歩
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
冬
は

歩
く
ス
キ
ー
を
し
て
い
て
、
今
年
は
大
会

で
５
㎞
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
完
走
し

ま
し
た
」

大
変
お
元
気
で
す
が
、
運
動
の
ほ
か
に

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
体
を
動
か
す
と
、
自
然
に
お
腹
が
減
る

の
で
、
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
す
。
そ
う
す
る

と
排
便
も
順
調
で
す
。
運
動
を
し
て
、
快

食
・
快
便
が
わ
た
し
の
健
康
の
基
本
で
す

ね
」食

べ
物
の
好
き
嫌
い
は
？

「
何
で
も
食
べ
る
の
で
友
人
か
ら
は
”お

ま
え
は
熊
み
た
い
だ

“
と
言
わ
れ
ま
す
。

若
い
頃
は
肉
を
好
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
淡
白
な
味
の
も
の
が
好
き
で
す

ね
」病

気
を
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
の
で
は
？

「
今
は
元
気
で
す
が
、
若
い
頃
経
理
の
仕

事
を
し
て
い
る
と
き
は
よ
く
病
気
を
し
ま

し
た
。
病
気
に
な
ら
な
い
体
を
つ
く
る
に

は
、
体
を
動
か
し
て
鍛
え
る
こ
と
が
大
事

で
す
ね
」

高
齢
者
の
方
に
は
運
動
す
る
こ
と
に
抵

輝いています�シリーズ�

佐々木　種樹さん

（札内青葉町）

ささき・たねき／大正９年秋田県に生まれ
る。旧制中学校を卒業後、満州に渡る。昭和
19年に召集令状を受けた後、昭和20年に愛
知県豊橋市に移る。終戦後北海道に移り、さ
まざまな職業に従事する。45歳から15年間
は釧路太平洋炭鉱で電気関係の仕事をする。
定年退職後、ボイラー管理の仕事を経て、平
成２年に幕別町に移る。現在は奥さん、娘さ
ん夫婦とお孫さんの５人暮らし。

自
分
の
命
と
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う

Queen’s  English  with  Daniel

You know what really gets to me, Ted ?
テッド、本当に僕を怒らせることがある
んだけど。
What ? 
なんだ？
People who sit with their engine idling
while waiting for the train to pass at the
level crossing.
踏み切りで列車が通るまで待っている人
でエンジンをつけっぱなしにする人。
Why does that bother you ? 
それは何で頭を悩ますの？？
Because it's a waste of petrol and it
causes unnecessary pollution.
それはガソリンの無駄だし不要な公害も
起こすから。
I never switch my engine off.
僕はエンジン切らないよ。

Yeah, but you mix burnable and non-
burnable rubbish too !
そうだろうな。テッドって燃えると燃え
ないゴミを一緒に出す人なんでしょう！
Only sometimes. But do you know
what really gets to me, Ron ?
いや、たまにだけだよ。僕を怒らせてい
るのは何か知ってるか？
What ?
なんだ。
When I'm driving my car and the
driver of the car in front of me throws
a cigarette out of the window.
車を運転しているときに、前に走ってい
る車の窓からタバコがポイされる。
Yeah, that annoys me too. 
それは僕も怒らすよ。

Ron：

Ted：

Ron：

Ted：

Ron：

Ted：

Air
エアー

pollution
ポ ル ー シ ョ ン

空気公害

Ron：

Ted：

Ron：

Ted：

Ron：

クロスイングレベル

アイドリング

ボ ザ ー

ウエイスト ペトロル

ア ン ネ セ サ リ ポルーション

アノイズ

シガレット

バーナバル

Ron and Ted are chatting over a drink.
ロンとテッドは飲みながらしゃべっている。

ノン

バーナバル ラビシュ

スマイル：保健師さん、今月は子宮がんと乳がんの集団検
診があるんだよね。

保健師：あら、よく知っているわね。
○：うちのお母さんが受けるって言ってたからね。
保：そうね、スマイルくんのお母さんは毎年検診を受けて

いるものね。
○：集団検診の子宮がん検診では、新しい検査が加わった

みたいだけど…。
保：「超音波併用検診」のことね。細胞診検査とあわせて、

超音波検査をおこなうもので、希望すると受けられる
のよ。

○：超音波検査では何がわかるの？
保：子宮筋腫とか卵巣の腫瘍などがわかるのよ。だから、

以前に子宮筋腫があると言われたことのある人や初め
て子宮がん検診を受ける人は、受けてもらいたいわ。

○：新しい検査方法を導入することで、がんを発見する精
度が高まることになるね。

保：集団検診の乳がん検診にも、視触診検査とあわせて
「マンモグラフィー」という検査方法が加わっている
のよ。これは乳房専門のX線撮影機で撮影するの。手
に触れないくらいの、ごく初期のがんを発見する事が
可能なのよ。

○：ふ～ん、じゃぁきちんと検診を受けていれば、早期発
見できるんだね。

保：そうよ、子宮がんも乳がんも早い時期に見つけること
ができれば、ほぼ100％完治するっていわれているの。
今年はまだ若干の余裕があるので、申し込みを忘れて
いる人がいたら10月１日号の「おしらせ」で日程な

どを確認して、ぜひ申し込んで欲しいわ。
○：保健師さん、集団検診を受けられない人はどうするの

かなぁ……。
保：幕別町では、帯広市の医師会の協力を得て個別検診を

行っているの。自己負担額も集団検診と同じ金額で受
けられるのよ。

○：そうか、じゃあ集団検診じゃなくても、自分の都合の
いい日に検診を受けることができるんだね。

保：食事や生活スタイルが変わったことも影響して、若い
人のがん発生も増えているから女性は30歳になった
ら、気になることがなくても1年に１回、子宮がんと
乳がんの検診を受けましょうね。

ホットライン�
健康づくり�

子宮がん・乳がん検診を受けましょう

医療機関名
（電話番号）

朝田産婦人科
（22－7710）

帯広協会病院
（22－6600）

帯広厚生病院
（24－4161）

慶愛病院
（22－4188）

いのちの木クリニック
(49－3622)

帯広第一病院
(25－3121)

空港南町クリニック
(49－3400)

河野外科医院
(27－1677)

子宮
がん

○

○

○

○

○

○

○

○

乳
がん

○

○

○

○

×

×

×

×

医療機関名
（電話番号）

坂野産婦人科
(26－1188)

谷藤産婦人科医院
(24－6363)

三浦産婦人科医院
(25－3541)

あおぞら病院
(36－7777)

白石外科歯科医院
(25－5000)

センチネルクリニック
(38－3000)

長尾外科医院
(23－5510)

ひがし十勝病院
(56－8811)

子宮
がん

○

○

○

○

○

○

○

○

乳
がん

○

○

○

×

×

×

×

×



３年程前に「いきいきエンジョイ教室」に通い陶芸を始めるよう
になりました。教室に通うことで色々な人に出会えたことが何より
の宝です。陶芸で難しいところは、自由自在に操れる粘土を使って
いるのに自分の思い通りにならないところです。
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さあ、問題だよぉ！�
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ATELIERわたしの�

アトリエ�

わたしの�

アトリエ�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
絵
画
や
手

芸
、
陶
芸
品
な
ど
、
み
な
さ
ん

の
力
作
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ．今年めでたく米寿を迎えられ

た町内のお年寄りは何人？

①５９人

②８０人

③１０８人

【応募方法】

はがきにクイズの答え、住所、

氏名、年齢と、ご意見、ご要望な

どを書き添えてください。

【あて先】

〒０８９－０６９２

幕別町本町１３０番地

幕別町役場企画室

【締め切り】

１０月１５日（消印有効）

【前回の当選者】

応募総数は18通でした。先月号の

正解は②で、当選者はＰＮ.ＳＮＯ

ＯＰＹさん、中村直人さん、杉野舞

花さん、斉藤弘子さん、砂田貞代さ

んです。

【毎月5人に図書券をプレゼント】

▽
橋
本
清
吉
さ
ん
（
中
央
町
）
か
ら
福
祉

推
進
基
金
に
１
万
円
▽
池
田
志
つ
さ
ん

（
中
央
町
）
か
ら
福
祉
推
進
基
金
に
１
万

円
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
９
月
24
日
現
在
）

近藤　和弘さん
（緑　町）

斉藤　範子さん
（春日町）

ILLUSTわたしの�わたしの�

イラスト�イラスト�

ID
OLわが家の�

アイドル�

わが家の�

アイドル�

生活が便利になるにつれ歩く事や体を動かす事が減少し、そのために筋肉のコリや衰えを感じる人が増え
ています。その中でも、肩こりなど筋肉のコリによる不快な症状は、病気というほどではなくてもつらいで
すよね。

今回は、筋肉と筋膜（筋肉を包んでいる膜）をほぐす簡単なマッサージをご紹介します。
なるべく体の力を抜いてリラックスしながら行いましょう。

来月は平成13年11月生まれのお子さんです。
10月15日（消印有効）までに写真（デジカメ
可）と20字程度のコメント、住所、氏名（パパ
とママも）、性別、生年月日を企画室企画情報
担当までお寄せください。なお写真はお返しし
ませんので、ご了承願います。
（E-mail：yakuba@makubetsu.jp）

募 集 内 容

近
よ
く
新
聞
の
紙
面
で
「
市
町
村
合

併
」
の
話
題
を
目
に
し
ま
す
が
、
幕

別
町
と
し
て
の
方
針
は
賛
成
、
反
対
ど
ち

ら
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
色
々
利
益
が
あ
る

よ
う
な
事
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

が
、
私
個
人
の
意
見
と
し
て
は
「
幕
別
町
」

は
「
幕
別
町
」
の
ま
ま
で
い
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も
し
合
併
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、
こ
の
「
広
報
ま
く
べ
つ
」

は
発
行
中
止
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
？
だ
と
し
た
ら
す
ご
く
残
念
で
す
…

（
Ｐ
Ｎ
・
十
夜
千
里
）

✎

…
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
幕
別
町

だ
け
で
は
な
く
十
勝
の
20
市
町
村
す
べ
て

が
、
今
の
時
点
で
合
併
す
る
し
な
い
を
は

っ
き
り
と
決
め
た
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
住
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
自
分
の
町
の
財
政
状
況
が
ど

う
な
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
町
に

し
た
ら
良
い
の
か
を
話
し
合
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
10
月
24
日
か
ら
第
2
回
の
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
し
合
併
し
た
場
合
の
広
報
紙

HIROBAみんなの�

  広　場�

みんなの�

  広　場�

このページではみ
なさんからのお便
りや取材で聞いた
意見・作品などを
紹介しています。

最

小
田
お

だ

菜
々
実

な

な

み

（
あ
か
し
や
町
）

平
成
13
年
10
月
６
日
生
パ
パ

和
広
さ
ん

マ
マ

智
佐
子
さ
ん

大好きなお兄ちゃんが幼
稚園へ行くとママを１人
じめ

ち
ゃん

親指と人差し指の間に「合谷
ゴウゴク

」というツボ
があります。
押してみてズンと痛みのある所を、気持ち
いいと思える強さで押してみましょう。血
のめぐりが良くなり、肩コリをやわらげる
効果があります。

視
線
は
常
に

水
平
に

ＰＮ．ハチロー

近所の方に誘われて、サークルに入りパステル
画を始めたのが10年程前です。絵を通じて人との
輪が広がって行くのがとても嬉しいです。難しい
と思うことは、パステル画に取り組む時間を作る
ことくらいで、とにかく楽しんでいます。高

田
た
か
だ

陸り
く

（
依
　
田
）

平
成
13
年
10
月
10
日
生
パ
パ

善
之
さ
ん

マ
マ

こ
ず
え
さ
ん

ベッカムヘアーがチャー
ムポイントのボクです。
大きくなったらサッカー
選手になれるかな？

く
ん

●
お
詫
び
と
訂
正
…
９
月
号
広
報
の
記
事
中
「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
の
文
中
で
加
藤
志
乃
ち
ゃ
ん
の
「
パ

パ
晋
さ
ん
」
と
な
っ
て
い
た
の
は
「
パ
パ
普
さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

は
、
新
た
な
タ
イ
ト
ル
で
発
行
さ
れ
る
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
企
画
室
企
画
情
報
担
当
）

才
に
な
る
娘
が
い
ま
す
。
以
前
か
ら

気
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
１
歳

児
健
診
は
な
ぜ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
親

に
と
っ
て
１
歳
と
い
う
の
は
特
別
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
他
の
町
や
市
で
は
行
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
是
非
ご
検
討
願
い
ま

す
。

（
吉
田
久
江
）

✎

…
7
カ
月
健
診
の
時
に
、
発
達
の
こ
と
、

栄
養
の
こ
と
等
経
過
観
察
が
必
要
な
子
に

つ
い
て
は
１
歳
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
質
問
の
と
お
り
1
歳
は
、
色
々
な

こ
と
が
変
化
し
て
い
く
時
期
で
す
。
歩

行
・
こ
と
ば
・
生
活
習
慣
な
ど
…
。

し
か
し
、健
診
の
意
味
か
ら
考
え
る
と
、

1
歳
で
は
、
こ
と
ば
が
出
て
い
な
い
、
歩

い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
す
べ
て
こ
れ
か

ら
と
い
う
微
妙
な
時
期
で
あ
る
た
め
、
1

歳
6
カ
月
が
平
均
的
に
、
判
断
で
き
る
時

期
と
し
て
設
定
さ
れ
た
健
診
な
の
で
す
。

私
達
も
健
診
を
発
達
診
断
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
子
育
て
支
援
を
考
え
る
と
、
と

て
も
大
切
な
時
期
だ
と
思
う
の
で
今
後
、

健
診
ま
た
は
相
談
と
い
う
形
が
い
い
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

別
に
引
っ
越
し
て
き
た
も
の
で
す
。

広
報
を
見
て
色
々
と
お
し
ら
せ
な
ど

紙
面
か
ら
あ
ふ
れ
る
内
容
で
す
が
、
町
民

の
仲
間
と
し
て
溶
け
込
み
た
い
の
で
す

が
、
仲
間
募
集
等
サ
ー
ク
ル
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
の
昼
間
の
時
間
帯
を
増
や

し
て
く
だ
さ
い
。

（
匿
　
名
）

２幕

✎

…
幕
別
に
は
絵
画
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ

等
多
数
の
文
化
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
町
内

各
施
設
を
拠
点
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
の
内
、
幕
別
町

文
化
協
会
に
加
盟
を
し
、
会
員
募
集
を
行

っ
て
い
る
団
体
の
情
報
提
供
を
教
育
委
員

会
文
化
振
興
係
で
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
生
涯
学
習
講

座
（
有
料
）
を
開
講
し
て
お
り
、
今
後
の

講
座
開
講
に
つ
い
て
も
、
内
容
や
時
間
帯

を
検
討
し
、
町
の
お
し
ら
せ
に
掲
載
を
し

て
募
集
を
行
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
（
百
年
記
念
ホ

ー
ル
内
1
56
―
８
６
０
０
）
が
担
当
に
な

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（

教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
）

ＰＮ．麻倉　あんな

ＰＮ．ミッキー＆ミニー

杉野　舞花

ＰＮ．十夜　千里

ＰＮ．葉月　りん

ＰＮ．本山　えみ

ＰＮ．SNOOPY

ＰＮ．さくらんぼ

１．ツボを押しましょう！

右手で左肩のこっている所をつかみます。指先
で軽く押さえたまま腕をゆっくり大きく回して
いきましょう。
腕を回すのが痛い場合は、指先で肩を押さえた
まま腕を楽な方向（前後や左右）に振ってみま
しょう。

〔回数の目安〕10～20回繰り返し、左右行う

２．肩をさわってほぐしましょう！

①背筋を伸ばし、足をやや広めに開いて立ちます。
ひじを曲げて肩の高さまで上げます。
②この姿勢のまま、腰を軸にして上体を右へ左へと
交互にまわしていきます。顔も同じ方向にまわし
ていきましょう。
腰から下はなるべく動かさないように気をつけます。

〔回数の目安〕10～20回繰り返す

３．背中の方もほぐしましょう！

足
の
裏
は
床
か

ら
離
れ
な
い
よ

う
に

① ②

ここ



こ
ち
ら

編
集
室
で
す

取
材
で
高
齢
者
の
方
に
お
話
し
を

聞
く
機
会
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し

て
い
て
、
”老

い
“
を
楽
し
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
平
均
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
平

均
寿
命
か
ら
重
傷
や
重
病
の
期
間
を

差
し
引
い
て
、
平
均
し
て
ど
の
年
齢

ま
で
健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
る
か
を

示
し
た
も
の
で
す
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
、

平
成
12
年
に
こ
の
調
査
結
果
を
初
め

て
発
表
し
ま
し
た
が
、
日
本
は
74
・

５
歳
（
男
71
・
９
歳
、
女
77
・
２
歳
）

で
、
調
査
し
た
１
９
１
カ
国
中
、
世

界
で
最
も
健
康
で
長
生
き
で
き
る
国

と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

逆
に
ワ
ー
ス
ト
１
は
シ
ェ
ラ
レ
オ

ネ
（
34
・
３
歳
）、
ワ
ー
ス
ト
２
は

マ
ラ
ウ
イ
（
37
・
９
歳
）
と
、
い
ず

れ
も
ア
フ
リ
カ
の
国
で
し
た
。

長
寿
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
平
和
で
豊
か
で
あ
る
こ

と
が
前
提
で
す
ね
。

武
田
・
石
田

人の動き《平成14年8月末日現在》
人　口　25, 425人 （＋ 1人）
男　　12, 193人 （＋ 6人）
女　　13, 232人 （－ 5人）
世帯数　 9, 662戸 （＋ 2戸）

広報まくべつ　　　2002年10月号
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第45回
2,536人
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ば

町
で
は
お
母
さ
ん
た
ち
の
子
育
て
を
支
援

す
る
た
め
に
、
札
内
青
葉
保
育
所
内
に
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ば
」
を
平
成
13
年

10
月
１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
親
子
で
遊
ん
だ

り
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
交
流
で
き
る
よ
う
に

セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
て
、
子
育
て
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
悩
み

な
ど
を
解
消
す
る
手
助
け
を
す
る
た
め
健
康

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
事
業
計
画
も
徐
々
に
増
え
て
、
今
年

度
に
入
り
利
用
者
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
昨
年
の
10
月
〜
今
年
８
月
ま
で
の
利
用

者
数
は
２
５
３
６
人
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
は
開
放
日
（
に
こ
に
こ
の

日
）
を
毎
月
第
１
月
〜
金
曜
日
に
新
し
く
設

け
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
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